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「国語を学ぶことは楽しい！」
－生徒が「主体的に」取り組むための２つのポイントを通して－

よい授業とは,どのような授業だろうか。教師なら誰もが目を爛々と輝かせる生徒と授業を
らんらん

展開していきたいと願うだろう。今，講義調の伝達型授業からの脱却が求められている。こ

こでは,生徒が「国語を学ぶことは楽しい！」と「主体的に」取り組める高等学校国語科の授

業の具体的な手立てについて，授業実践の例を挙げながら提案する。

１ 高等学校における国語科の授業の実態

「羅生門」,「水の東西」,「山月記」，

「こころ」等国語科の授業で使用する教

科書には定番の教材がある。親子の共通

の話題になり得るほど読み継がれてきた

数々の作品。授業者は，毎年教材研究を

繰り返し,より深い知識を身に付けてい

く。授業者は,自らが学んだこと,考えた

ことを次々に生徒に伝え,作品の面白さ

を伝えようとする。しかし，それに反し

て，授業中の生徒の反応は乏しくなる。

「あれ？数年前と比べて生徒の反応が悪いな･･･。」「現代の生徒にとって教材が古くなってき

ているのかな･･･。」授業者が苦悩する一方で,「この文章のどこが面白いのだろう？」「そもそも

国語を学んで役立つのかな･･･。」こんな生徒の声も教室の中から聞こえてくる。

高等学校では，教材への依存度が高く，主体的な言語活動が軽視され，依然として講義調の伝

達型授業に偏っている傾向があり，授業改善に取り組む必要がある。

(平成28年12月中央教育審議会答申より)

高等学校で行われている多くの国語科の授業を考える

と，平成28年12月の中央教育審議会答申にある「教材へ 高校国語の授業の課題

の依存度が高い」という指摘は否めない。現に卒業した ịὣỌἙං

生徒に聞いてみると，教材名を覚えてはいても，教材を ȁ

通してどんなことを考え，学んだかということはなかな ංᒊἿ͜ᆋἻϞᦈ۶ං

か記憶にないのが実態である。
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２ 国語科の授業改善の視点

生徒に考えることの楽しさ，国語を学ぶことの奥深さを伝えられる授業を行うには，授業者

が，常に授業改善の視点をもつことが必要である。たとえ毎年扱う教材でも，生徒の実態が違

えば実態に応じて入念な授業計画が必要である。生徒が｢主体的に｣取り組める国語科の授業を

計画する際，特に気を付けたいのが次の２点である。

生徒が主体的に国語科の授業に取り組むための２つのポイント

授業者が１単位時間，または単元を通して「何ができるようになる

か」という育成する資質・能力を把握し，生徒に見通しを立てさせる。

前単元・前時とのつながりをもたせ，「この活動が○○の解決につながるんだ」，「こ

の活動をやってみたい」という必要性をもたせる。

３ 主体性と「内発的動機付け」の関連性

生徒が授業に主体的に取り組むためには，

「動機付け」が必要である。「外発的動機付

け」が学習効果に対する賞罰や報酬等の外因

によって引き出されるのに対し，「内発的動

機付け」は学習内容や学習活動そのものから

引き出される。毎時間の国語科の授業に生徒

が主体的に取り組むためには，この「内発的

動機付け」が鍵を握る。

「内発的動機付け」を伴った学習を実現す

るためにケラー(2010)は，動機付けに関する

膨大な心理学研究や実践知を統合し，｢ＡＲＣ

Ｓモデル｣として右のように四つの段階に整理

した。

例えば，導入部は，「注意(Attention)」の

視点で生徒が興味・関心をもちそうな学習課

題を設定し，「関連性(Relevance)」の視点で言語活動を通して解決の見通しをもたせ，「自信

(Confidence)」の視点で他者と考えを共有し，「満足感(Satisfaction)」の視点で振り返りを

させる。１単位時間または単元の計画を練る際に，生徒がこのような四つの段階を踏めるかど

うか検討してほしい。

AＲＣＳモデルの４要因
（鈴木克明1995「放送利用からの授業デザイナー入門より」）
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①学習課題設定の工夫

②言語活動設定の工夫



４ 授業実践例から

授業実践Ａ （松陽高等学校 川畑美沙教諭の授業実践を基に作成）

【科目】古典Ｂ 【実施時期】２年２学期

【単元名】時代を超えた日記について考える

【教材名】日記『更級日記』「あこがれ」（精選古典Ｂ改訂版 大修館書店）

【育成を目指す言語能力】古典を読んで，人間，社会，自然などに対する思想や感情を的

確に捉え，ものの見方，感じ方，考え方を豊かにすること。(古典Ｂ 指導事項ウ)

【取り上げる言語活動】古典に表れた人間の生き方や考え方などについて，文章中の表現を根拠

に話し合い，級友と考えを共有すること。（古典Ｂ 言語活動例ウ）

【単元の実際】

時 主な学習内容
数

導 ・ 各自の過去，現在の「あこがれ」について自分史を書

入 いて発表し，全体で共有する。

(2) ・ 本文を通読する。

・ 第一段落の文法事項，敬語等の確認，現代語訳をする。

展 ・ 作者の物語への強い憧れを，本文の表現から読み取る。

開 ・ 第二段落の文法事項，敬語等の確認，現代語訳をする。

(4) ・ 薬師仏への惜別の情を読み取る。

・ 同時代の日記文学を調べ，各班で新聞形式にまとめ，

その特徴を全体で共有する。

終 ・ 『更級日記』の冒頭「あこがれ」が作品全体の中でど

末 のような位置を占めるか，本文中の表現を基に，作者の

(2) 心情を考察する。

・ 前時の振り返りと単元の学習のまとめを行う。

現代語訳や内容の確認が単元の学習の中心になってしまいがちな古典Ｂの授業で，平安時代と現

代の「日記」について，自分たちの書いたものと比較することでものの考え方，感じ方を深めてい

くことができた。このように単元の学習計画を立て見通しを確実にもたせておくことが，生徒が主

体的に取り組む上で，いかに重要であるかということも再確認できる。

授業実践Ｂ （薩摩中央高等学校 道永智子教諭の授業実践を基に作成）

【科目】現代文Ｂ 【実施時期】３年２学期

【単元名】小説を主体的に読む－ワールドカフェ方式を取り入れて－

【教材名】「骰子（さいころ）の七の目」（高等学校改訂版 現代文 B 第一学習社）

【育成を目指す言語能力】文章を読んで，書き手の意図や，人物，情景，心情の描写などを的確に

捉え，表現を味わおうとしている。(現代文Ｂ 指導事項イ)

【取り上げる言語活動】文学的な文章を読んで，人物の生き方やその表現の仕方などについて話し

合うこと。（現代文Ｂ 言語活動例ア）
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単元の導入部で行った言

語活動での成果物を単元の

終末部で再び活用すること

で生徒は単元のつながりを

意識し，導入で行われた言

語活動の必要性の実感を強

めることができた。また，

導入部と終末部での自分の

考えの変容に気付くことも

できた。

②言語活動設定の工夫
つながりを意識させる
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この学習課題は「更級日記の冒頭はなぜ『あこがれ』から始まったのか，自分の作品や他者との交流

を通して考えよう」という単元の核となるものである。生徒は，自分が書いた自分史の冒頭と『更級日

記』の「あこがれ」を比較することで作者の心情を理解し，文章を読み深めることができた。

①学習課題設定の工夫 学習課題を自分事として捉えさせる
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５ 生徒の声をヒントに

「国語の授業は，感覚的で曖昧。」こんなことをつぶやき，国語の授業を楽しいと思えない生徒

が教室の中にいる。生徒の声には，指導者として時に心底落ち込むが，その声には大切な授業改善

のヒントが潜んでいる。自分が学び，面白いと思ったことを生徒にも考えさせるには，動機付けが

必要である。特に授業の導入には動機付けの工夫に留意して授業をデザインしたい。私たちの授業

改善の視点が，これからの社会を切り拓いていく力につながると確信して追究し続けてほしい。

－引用・参考文献－
○ 文部科学省『高等学校学習指導要領解説 国語編』平成22年６月
○ 文部科学省『高等学校学習指導要領解説 国語編』平成30年７月
○ 中央教育審議会『幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領の改善及び必要な

方策等について（答申）』平成28年12月21日
○ 稲垣忠 編著『教育の方法と技術』平成31年3月 北大路書房

（教科教育研修課 梅本かおり)
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「全員が発表する」，「自分の問いを解決するために必要な情報を選んで発表を聞きに行く」ために，

ワールドカフェを設定することで意欲的に言語活動に取り組めた。また，思考ツールの活用により自分の

考えを可視化させることで他者との考えの共有が深まった。

②言語活動設定の工夫 全員が発表し，自分で情報を選択させる
自 信

Confidence
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「小説を主体的に読ませてみたい」と考えた授業者は，生徒一人一人に「自分の問い」を立てさせた。

時間をかけて吟味しながら「自分の問い」を設定させることで，この単元で自分が取り組むべきことを

生徒は自覚して授業に臨むことができた。

①学習課題設定の工夫 「自分の問い」を設定させる
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